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1.  平成23年1月期第3四半期の業績（平成22年2月1日～平成22年10月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年1月期第3四半期 1,808 0.2 △31 ― △30 ― △28 ―

22年1月期第3四半期 1,805 △24.5 △136 ― △135 ― △135 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年1月期第3四半期 △7.30 ―

22年1月期第3四半期 △34.36 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年1月期第3四半期 1,854 1,407 75.9 356.48
22年1月期 1,932 1,450 75.1 367.39

（参考） 自己資本   23年1月期第3四半期  1,407百万円 22年1月期  1,450百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  有  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年1月期 ― 0.00 ― 3.50 3.50
23年1月期 ― 0.00 ―

23年1月期 
（予想）

2.50 2.50

3.  平成23年1月期の業績予想（平成22年2月1日～平成23年1月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,500 1.2 5 ― 5 ― 2 ― 0.51



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年1月期3Q 3,960,000株 22年1月期  3,960,000株

② 期末自己株式数 23年1月期3Q  11,361株 22年1月期  10,883株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年1月期3Q 3,948,876株 22年1月期3Q 3,949,427株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通しの将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、３
ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

  当第３四半期累計期間における我が国経済は、一部景気の持ち直し傾向がみられるものの、依然として雇用情勢・

個人消費は厳しい状況が続いており、ジュエリー市場においても厳しい経営環境となっております。このような状況

のなか、当社では健全な財務体質を維持しつつ、業績改善に向け様々な諸施策に取り組んでまいりました。 

 財務面では、資金需要期を迎え一時的に現金及び預金は減少しましたが、自己資本比率75.9%と引き続き高水準の

財務基盤を維持しております。 

 売上面では、前年同第３四半期を上回り 百万円(前年同期比0.2%増)となりました。ジュエリー受注事業は受

注数量の伸び悩みにより減収となりました。一方、ジュエリーパーツ事業は収益性が改善し増収となり、ジュエリー

受注事業の売上減少を補いました。  

  利益面では、前年同第３四半期に対し大幅な増益となりましたが、ジュエリー受注事業における売上高の落ち込み

の影響が大きく、最終的な利益確保には至りませんでした。 

  以上の結果、当第３四半期累計期間における当社の業績は、売上高が 百万円（前年同期比0.2％増）、経常損

失は 百万円（前年同期は135百万円の損失）、四半期純損失は 百万円（前年同期は135百万円の損失）となりまし

た。 

 なお、今後の取り組みとしてジュエリーパーツ事業においては新チャネルを含めた販路拡大によるシェアアップを

進めていくほか、ジュエリー受注事業においては業績改善のため抜本的な構造改革に注力してまいります。 

   

（２）財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期会計期間末における総資産は1,854百万円となり、前事業年度末に比べ78百万円減少いたしました。そ

の主な要因は、現金及び預金が121百万円減少した事によるものであります。  

  負債は446百万円となり、前事業年度末に比べ35百万円減少いたしました。その主な要因は、支払手形及び買掛金が

39百万円減少した事によるものであります。 

 なお、純資産は1,407百万円となり、自己資本比率は75.9％となりました。 

  キャッシュ・フローの分析 

   当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末残高に対して

134百万円減少し、当第３四半期会計期間末残高は324百万円となりました。  

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

   営業活動の結果使用した資金は83百万円（前年同四半期は獲得した資金41百万円）となりました。これは主に、仕

入債務の減少とたな卸資産の増加によるものです。 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

   投資活動の結果使用した資金は31百万円（前年同四半期は使用した資金33百万円）となりました。これは主に、定

期預金の預入れや投資有価証券の取得によるものです。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

   財務活動の結果使用した資金は18百万円（前年同四半期は使用した資金40百万円）となりました。これは主に、長

期借入れによる収入、配当金の支払及び長期借入金の返済によるものです。 

   

１．当四半期の業績等に関する定性的情報

1,808

1,808

30 28



（３）業績予想に関する定性的情報 

  当第３四半期における業績及び今後の動向を勘案し、業績予想の見直しを行った結果、通期の業績予想を修正し

ております。詳細は、本日別途開示いたします、「業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さ

い。 

  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

①固定資産の減価償却費の算定方法 

  定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によって

おります。 

②法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によっ

ております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判定に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に

著しい変化がないと認められる場合には、前事業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

を利用する方法によっており、前事業年度末以降に経営環境等、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が認め

られた場合には、前事業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響

を加味したものを利用する方法によっております。 

③一般債権の貸倒見積高の算定方法  

  当第３四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるた

め、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

  

２．四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

 該当事項はありません。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用 

    「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成20年９月26日）が平成22年３月31日以前に開
始する事業年度から適用できることになったことに伴い、第１四半期会計期間から当会計基準を適用し、当社の棚
卸資産（原材料地金）の評価方法を後入先出法から総平均法に変更しております。 

   これにより、従来の方法に比べ、当第３四半期累計期間の売上総利益は７百万円増加し、営業損失、経常損失及
び税引前四半期純利益は同額減少しております。 

   

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

２．その他の情報



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年10月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年１月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 490,300 611,567

受取手形及び売掛金 436,752 408,839

商品及び製品 112,670 108,364

仕掛品 353,940 336,089

原材料及び貯蔵品 47,512 32,177

その他 7,460 20,599

貸倒引当金 △10,845 △10,152

流動資産合計 1,437,791 1,507,485

固定資産   

有形固定資産 323,149 352,313

無形固定資産 6,152 6,934

投資その他の資産   

投資有価証券 25,307 20,954

保険積立金 46,809 41,793

その他 14,883 50,608

貸倒引当金 － △47,613

投資その他の資産合計 86,999 65,743

固定資産合計 416,301 424,991

資産合計 1,854,093 1,932,477

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 81,775 121,272

短期借入金 230,000 230,000

1年内返済予定の長期借入金 10,228 20,400

未払法人税等 3,115 3,600

賞与引当金 6,969 －

その他 54,525 54,486

流動負債合計 386,612 429,760

固定負債   

長期借入金 6,958 3,100

繰延税金負債 549 909

退職給付引当金 32,430 29,400

役員退職慰労引当金 19,925 18,441

固定負債合計 59,862 51,850

負債合計 446,475 481,610



（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年10月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年１月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 602,150 602,150

資本剰余金 509,290 509,290

利益剰余金 298,595 341,237

自己株式 △3,248 △3,186

株主資本合計 1,406,786 1,449,491

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 831 1,375

評価・換算差額等合計 831 1,375

純資産合計 1,407,618 1,450,866

負債純資産合計 1,854,093 1,932,477



（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年２月１日 
 至 平成21年10月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年２月１日 
 至 平成22年10月31日) 

売上高 1,805,798 1,808,743

売上原価 1,653,150 1,579,513

売上総利益 152,648 229,230

販売費及び一般管理費 288,833 260,461

営業損失（△） △136,185 △31,230

営業外収益   

受取利息 372 202

受取配当金 271 395

受取地代家賃 1,370 1,324

助成金収入 776 363

作業くず売却益 － 1,089

雑収入 382 1,512

営業外収益合計 3,172 4,887

営業外費用   

支払利息 2,242 1,634

為替差損 61 1,604

たな卸資産処分損 － 680

雑損失 1 6

営業外費用合計 2,305 3,924

経常損失（△） △135,318 △30,267

特別利益   

貸倒引当金戻入額 1,194 4,114

特別利益合計 1,194 4,114

特別損失   

貸倒引当金繰入額 1,300 －

固定資産除却損 － 101

投資有価証券評価損 75 53

特別損失合計 1,375 155

税引前四半期純損失（△） △135,499 △26,308

法人税等 220 2,512

四半期純損失（△） △135,720 △28,820



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年２月１日 
 至 平成21年10月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年２月１日 
 至 平成22年10月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △135,499 △26,308

減価償却費 27,347 23,986

退職給付引当金の増減額（△は減少） △9,440 3,030

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,225 1,483

貸倒引当金の増減額（△は減少） 24,038 △23,930

受取利息及び受取配当金 △643 △597

投資有価証券評価損益（△は益） 75 53

固定資産除却損 － 101

支払利息 2,242 1,634

為替差損益（△は益） 61 1,604

売上債権の増減額（△は増加） 116,706 △27,913

たな卸資産の増減額（△は増加） 39,343 △37,492

仕入債務の増減額（△は減少） 11,358 △39,497

未払債務の増減額（△は減少） 11,399 3,730

未収消費税等の増減額（△は増加） △8,759 11,365

未払消費税等の増減額（△は減少） △7,997 －

破産更生債権等の増減額（△は増加） △23,908 25,286

その他 4,848 △461

小計 52,400 △83,923

利息及び配当金の受取額 626 635

利息の支払額 △2,235 △1,611

法人税等の還付額 － 3,358

法人税等の支払額 △9,332 △1,702

営業活動によるキャッシュ・フロー 41,459 △83,242

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △13,777 △13,688

有形固定資産の取得による支出 △13,265 △5,414

投資有価証券の取得による支出 △816 △5,310

その他 △5,975 △6,725

投資活動によるキャッシュ・フロー △33,833 △31,137

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 － 10,000

長期借入金の返済による支出 △21,076 △16,314

配当金の支払額 △19,559 △12,595

その他 △24 △61

財務活動によるキャッシュ・フロー △40,660 △18,971

現金及び現金同等物に係る換算差額 △61 △1,604

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △33,096 △134,955

現金及び現金同等物の期首残高 418,843 459,752

現金及び現金同等物の四半期末残高 385,746 324,797



 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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